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第
三
十
一
回
　
直
島
の
イ
ベ
ン
ト 

〜
町
づ
く
り
報
告
〜�

2

　
寒
さ
も
本
番
。
昔
は
直
島
で
も
池
に
氷
が
張

っ
て
そ
の
上
で
滑
っ
て
遊
ん
だ
り
、
氷
柱
が
軒

下
に
垂
れ
下
が
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
現

在
は
そ
こ
ま
で
は
な
く
地
球
の
温
暖
化
が
進
ん

で
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。�

　
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
寒
さ
厳
し
い
折
か
ら
、

ご
健
康
に
ご
留
意
さ
れ
、
お
元
気
で
春
の
訪
れ

を
お
迎
え
な
ら
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。�

　
現
在
、
直
島
町
で
は
各
企
業
と
も
非
常
に
厳

し
い
状
況
に
あ
り
、
皆
様
も
大
変
な
こ
と
と
拝
察
、

心
配
い
た
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
状
態
は
直
島
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
全

国
が
空
洞
化
の
時
代
と
言
わ
れ
、
小
泉
総
理
が

我
慢
、
辛
抱
が
必
要
と
訴
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

頭
で
は
理
解
で
き
て
も
現
実
に
は
先
に
光
が
見

え
な
く
、
不
安
感
が
常
に
心
を
よ
ぎ
り
ま
す
。�

　
し
か
し
、
直
島
の
場
合
は
豊
島
問
題
と
エ
コ

タ
ウ
ン
事
業
が
軌
道
に
乗
れ
ば
道
は
開
け
る
と

確
信
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。�

　
た
だ
以
前
の
よ
う
に
容
易
な
も
の
で
は
な
く
、

自
ら
も
積
極
的
に
道
を
開
く
努
力
が
不
可
欠
の

世
の
中
に
な
っ
て
来
て
い
ま
す
の
で
、
意
識
改

革
も
必
要
で
す
し
、
お
互
い
に
汗
を
流
し
て
大

き
な
光
を
勝
ち
取
る
よ
う
頑
張
り
た
い
も
の
で
す
。�

　
さ
て
、
今
回
は
直
島
で
行
わ
れ
て
い
る
（
今

年
か
ら
の
新
規
の
も
の
含
む
）
イ
ベ
ン
ト
を
紹

介
し
て
、
町
づ
く
り
の
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。�

　
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
ご
意
見

の
あ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
人
と
人
と
の
出
会
い
・

交
流
・
親
睦
ま
た
生
き
が
い
や
心
の
豊
か
さ
に

も
役
立
ち
、
さ
ら
に
町
政
へ
の
参
加
の
足
掛
か
り
、

町
に
活
気
を
も
た
ら
す
な
ど
、
そ
の
効
果
は
大

き
く
町
と
し
て
も
積
極
的
に
推
進
を
図
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
イ
ベ
ン
ト
を
拾
っ
て
み
ま
す
と
大
変
多
く
あ

り
驚
い
て
い
ま
す
が
、
紙
面
の
関
係
で
十
分
ご

紹
介
で
き
な
い
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。�

◎
消
防
団
出
初
式（
一
月
）�

◎
成
人
式（
一
月
）�

◎
講
演
会（
一
月
）�

　
商
工
会
婦
人
部
主
催
で
各
界
の
著
名
人
を
迎

え
て
の
講
演
会
を
開
催
い
た
だ
い
て
お
り
、
井

の
中
の
蛙
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
有
益
な
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
ま
す
。�

◎
プ
ロ
レ
ス
大
会（
三
月
）�

　
若
い
人
た
ち
の
有
志
の
方
に
よ
り
、
直
島
に

も
楽
し
み
を
と
は
じ
め
て
い
た
だ
き
、
続
け
て

い
た
だ
く
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。�

◎
ホ
タ
ル
の
成
育
等（
五
月
）�

　
直
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
中
心
と
な
り
、

小
学
校
の
児
童
の
み
な
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

こ
と
し
か
ら
ホ
タ
ル
の
成
育
と
放
流
を
や
ろ
う

と
進
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
大
変
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。�

◎
芸
能
大
会（
六
月
）�

　
文
化
協
会
主
催
で
、
最
近
で
は
演
芸
種
目
も

増
え
、
芸
能
と
し
て
も
素
晴
ら
し
く
、
ま
た
生

が
い
と
し
て
も
有
益
な
大
会
に
な
っ
て
嬉
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。�

◎
夏
祭
り（
八
月
）�

　
実
行
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、
町
挙
げ
て
の

イ
ベ
ン
ト
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
町
の
活
性
化
の

う
え
か
ら
も
、
ま
す
ま
す
の
盛
り
あ
が
り
を
期

待
し
て
い
ま
す
。�

◎
火
祭
り（
八
月
）�

　
子
ど
も
さ
ん
、
ま
た
家
族
そ
ろ
っ
て
の
楽
し

み
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
と
し
か
ら
花
火
大

会
を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
楽
し
み
に
。�

◎
町
民
体
験
議
会（
八
月
）�

　
奮
っ
て
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

◎
町
民
体
育
祭（
九
月
）�

◎
秋
祭
り（
十
月
）�

　
人
口
減
少
で
、
年
々
縮
小
の
傾
向
を
感
じ
て

い
ま
す
が
、
町
外
か
ら
の
評
価
も
高
く
、
保
存
・

発
展
に
町
と
し
て
も
力
を
注
ぐ
必
要
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。�

◎
彼
と
彼
女
イ
ン
直
島（
九
月
）�

　
イ
ベ
ン
ト
と
言
う
よ
り
、
結
婚
促
進
が
主
で
、

直
島
の
独
身
者
の
皆
様
の
積
極
性
を
期
待
し
て

い
ま
す
。�

◎
教
育
文
化
祭（
十
一
月
）�

　
直
島
に
も
文
化
が
あ
り
、
そ
の
内
容
も
多
彩

で
毎
年
感
心
を
し
て
い
ま
す
が
、
益
々
の
発
展

を
期
待
し
て
い
ま
す
。�

◎
中
学
生
一
日
議
会（
十
一
月
）�

　
最
近
、
他
の
町
で
も
は
じ
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

直
島
町
は
元
祖
で
、
そ
の
内
容
も
濃
く
、
願
わ

く
ば
傍
聴
に
来
て
い
た
だ
き
、
若
い
人
た
ち
を

応
援
し
て
く
だ
さ
い
。�

◎
島
お
こ
し
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
十
二
月
）�

　
町
の
活
性
化
を
と
、
町
民
の
有
志
の
方
々
に

よ
り
は
じ
め
ら
れ
た
も
の
で
、
町
民
の
皆
様
の

町
政
へ
の
自
主
参
加
の
元
祖
と
し
て
敬
意
を
表

し
て
い
ま
す
。�

◎
光
り
の
音
楽
会（
十
二
月
）�

　
冬
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
活
か
し
て
よ
り
楽
し

く
と
、
夢
ア
グ
リ
の
会
の
皆
様
の
お
世
話
に
よ

り
若
い
人
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
、
昨
年
か
ら

開
催
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
発

展
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。�

◎
健
康
・
福
祉
祭
り（
十
一
月
）�

◎
少
年
ス
ポ
ー
ツ
教
室（
十
二
月
）�

　
少
年
に
夢
を
と
、
全
国
的
に
著
名
な
指
導
者

を
迎
え
て
少
年
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
。�

　
な
か
な
か
好
評
で
す
の
で
継
続
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
ほ
か
、
各
種
団
体
や
学
校
な
ど
で
様
々

な
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
最
近
、
特
に
町
主
催
で
は
な
く
、
民
間
の
皆

様
が
自
主
的
に
開
催
い
た
だ
く
イ
ベ
ン
ト
が
多

く
な
り
つ
つ
あ
り
、
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
と

感
謝
い
た
し
て
い
ま
す
。�

　
効
果
的
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。�

　
（
エ
コ
タ
ウ
ン
事
業
）�

　
今
月
は
広
報
紙
と
一
緒
に
エ
コ
タ
ウ
ン
事
業

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
各
家
庭
に
配
布
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。�

　
直
島
町
の
こ
れ
か
ら
の
百
年
の
大
計
と
な
る

事
業
で
す
。�

　
い
ろ
い
ろ
ご
意
見
も
お
聞
き
し
て
い
ま
す
が
、

安
全
第
一
が
基
本
で
す
。�

　
ど
う
か
明
日
を
信
じ
て
「
前
を
向
い
て
歩
こ

う
」
。
ぜ
ひ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
、
今
回
の
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。�
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2月�

12日（火）digio週間チャート�

13日（水）通信カラオケDAM J-POPチャート�

14日（木）通信カラオケDAM J-POPチャート�

15日（金）季節を演出するBGM�

16日（土）季節を演出するBGM�

18日（月）ティーンズヒットセレクション�

19日（火）アーバンヒットセレクション�

20日（水）アーバンヒットセレクション�

21日（木）アーティスト特集２�

22日（金）オルゴールセレクション�

23日（土）オルゴールセレクション�

25日（月）1990年代ヒット曲�

26日（火）1980年代ヒット曲�

27日（水）1970年代ヒット曲�

28日（木）digio週間チャート（演歌）�

3月�

１日（金）新譜ビックアップシングル（ポップス）�

２日（土）新譜ビックアップシングル（ポップス）�

４日（月）アニメ、SFXテーマソング�

５日（火）アーバンヒットセレクション�

６日（水）ラブバラード�

７日（木）digio週間チャート�

８日（金）1990年代ヒット曲�

９日（土）1990年代ヒット曲�

�

故障かなっと思ったら、ボリューム・放送時間帯を確認してください。故障受付は、113番へお願いします。�
移転・廃止は、必ず役場総務課まで印鑑を持って手続きに来てください。�

オフトーク通信の操作方法のお問い合わせは、役場総務課 892－2222まで、お気軽にお問い合わせください。�

※番組は、予告なく変更になる場合がありますがご了承ください。�

ふれあい通信なおしまだより�
　オフトーク通信もみなさんのおかげをもちまして満１歳を迎えることができました。�

　ふれあい通信なおしまでは、番組へのご意見を募集しています。また、日頃疑問に思っていることなど

をはがきかメールでお知らせください。みなさんの声を大切に運営していきたいと考えています。�
�

● 番 組 へ の ご 意 見 ●�

　はがき…761－3110�

　　　　　香川県香川郡直島町1122－1�

　　　　　直島町役場　総務課　ふれあい通信なおしま 係�

　メール…somu1@town.naoshima.kagawa.jp まで�

�

●オフトーク通信は、みなさんのためのメディアです。どしどしご意見をお願いします。�
�
２月のオフトーク通信４chの番組表です。どうぞ、お楽しみください。�

オフトーク通信のちょっと質問�

　　4チャンネルの音楽放送は、料金がかかるのぉ。�
　　�
　　料金は、かかりません。オフトーク通信の接続料として支
払っていただいている毎月500円（税別）以外はかかりま
せん。聴きたい時に宅内接続装置の番組切替ボタンを4チ
ャンネルに合わせてお楽しみください。�

Q
A

オフトーク通信からお知らせ�

3
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○保険料の納付先が変わります。�
　　現在、国民年金保険料は役場窓口、婦人会集金、
または指定金融機関に納付していますが、平成14年
４月からは、直接国へ納付するようになります。�
　　納付先は、全国の郵便局、都市銀行、地方銀行、
農協や漁協、信用組合、労働金庫、国民年金基金な
どで納付・口座振替できるようになりますが、役場
の窓口では納付できなくなります。（平成13年分の
保険料については、平成14年４月末日までの間は役
場で保険料を納める事ができます。）�
�
○引き続き口座振替が利用できます。�
　　平成14年４月から国への直接納付へ変わりますが、
現在口座振替を利用されている方は、役場から口座
振替情報を国が引き継ぎ、継続して口座振替するこ
ととしています。�
　　該当する方には、２月下旬から３月上旬にかけて社
会保険庁から口座振替の確認の通知書が送付されます。�
�
○第３号被保険者の手続き方法が変わります。�
　　国民年金の第２号被保険者（厚生年金保険・共済
組合の加入者）に扶養されている配偶者は、届出を
して認定されれば第３号被保険者となります。�
　　現在は、本人が役場へ届出をしていますが平成14
年４月からは、配偶者である第２号被保険者の勤務
先の事業主などを経由して社会保険事務所へ届出を
する方法に変わります。�

　・第３号被保険者に該当した場合（種別変更）・第３号
被保険者が死亡した場合�

　・国外に居住している第３号被保険者が、被扶養者でな
くなった場合（資格喪失）�

　・氏名、住所変更があった場合�
　　また、次の手続きについては，直接社会保険事務所
へ届出をすることになります。�

　・第３号被保険者の年金手帳再交付�
　・第３号被保険者期間を有する場合の老齢基礎年金の裁定請求�
　・第３号被保険者期間中の障害による障害基礎年金の裁定請求�
　・第３号被保険者期間中の死亡による遺族基礎年金の裁定請求�
�
○保険料の半額免除が始まります。�
　　所得が少ないなど、保険料納付が困難な方のため
には保険料の免除制度がありますが、従来の「全額
免除」に加えて平成14年４月から新たに「半額免除」
がスタートします。所得が一定以下の方が、申請に
より定額保険料の半額を免除される制度で、免除の
基準は「全額免除」より緩やかになっています。�
　　・半額免除を受けた期間は、年金を受けるために必
　　要な受給資格期間に入ります。�
　　・半額免除を受けた期間分の老齢基礎年金額は、保
　　険料を納めた場合の３分の２として計算します。�

　※学生は納付特例制度があるので、半額免除は適用さ
れません。�

平成14年４月から　　　　　　　　�
　　　　国民年金が変わります！�

Ⅰ　趣　　旨�
　　　県内の島の住民や瀬戸内海の島、海に関心のある者

が集まり、島づくりについて意見交換や交流などを行い、
今後の島づくりに生かしていこうとするものです。�

Ⅱ　日　　時　　平成14年３月２日（土）  午後１時～午後４時�
Ⅲ　場　　所　　直島町総合福祉センター　劇場ホール�
Ⅳ　募集人員　　200名（先着順）�
Ⅴ　交流会の内容�
　　　基調講演　　河田真智子　旅行作家�
　　　パネル・ディスカッション�
　　　　コーディネーター　�
　　　　　堀　　　一　（財）日本離島センター専務理事�
　　　　パネラー　　　�
　　　　　井村雄三郎　愛媛県越智郡関前村・夢倶楽部�
　　　　　片山　圭之　香川県離島振興協議会会長（丸亀市長）�
　　　　　西山　惠司　粟島イベント実行委員会会長�
　　　　　村上　律子　愛媛県弓削町・ゆげ女性塾�
　　　　　河田真智子　旅行作家�
　　　島のＰＲコーナー�
　　　　　　会場には、島の特産品・ポスターなどを展示。アト

　  ラクションとして、直島女文楽を上演�
Ⅵ　参加申込み�
　　　電話、ＦＡＸなどで、下記連絡先までお申し込みください。�
Ⅶ　主催　　香川県�
Ⅷ　問い合わせ・連絡先�

　・香川県企画部政策企画総室瀬戸内海振興グループ�
　　　ＴＥＬ ８３２－３１２３　ＦＡＸ ８６２－７３１4�
�
　・直島町企画課�
　　　ＴＥＬ ８９２－２２２２　ＦＡＸ ８９２－３８８８�

21世紀の島づくりと人づくり�
～さぬき瀬戸交流会～�

　平成13年分の消費税と地方消費税の確定申告は、４月
１日（月）が申告・納付の期限となっています。�
　相談される場合、特に所得税の確定申告期限（２月16
日～３月15日）になりますと税務署は大変混雑し、長時
間お待ちいただくようなことになりかねません。�
　申告書はできるだけご自分で書いてお早めに提出して
ください。また、できあがった申告書は郵送でも提出で
きます。�
　消費税及び地方消費税は、消費者（取引先など）から
の預かり金的な性格を有する税金です。納税資金を計画
的に準備し、期限内に納付を済ませてください。�

“消費税・地方消費税（個人事業者）の　　�
　　　　確定申告と納税は正しく期限内に”�

保 険 料 の�
納 付 状 況�
受 給 資 格�
期　間　に�
老齢基礎年�
金額の計算に�

納　付�

入ります�

入ります�

全額免除�

入ります�

３分の１�

半額免除�

入ります�

３分の２�

学生の�
納付特例�

入ります�

入りません�

未　納�

入りません�

入りません�

保険料の免除期間と受給資格期間�
○納付書が社会保険庁から送付されます。�
　　現在、国民年金保険料の納付書は役場から送付し
ていますが、平成14年４月からは社会保険庁が全国
一括で作成し、被保険者本人へ送付されます。�
　※保険料に関する問い合わせは、納付案内書に記載さ
れている社会保険事務所になります。�
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情報�
BOX
情報�
BOX

～確定申告が始まります！～�
正しい申告は社会みんなの約束ごと�

�
　所得税は、あなた自身が税法に従って、正しく所得税や税額を計算して納税するという申告納税制度を採用しています。�
　昨年一年間の所得金額と税額を正しく計算して、早めに申告と納税を行ってください。�

　平成14年１月から使用する所得税の確定申告書が、次のとおり新しくなりました。�

①　６種類の申告書をＡ・Ｂの２種類に整理・統合しました。　　　②　用紙を２枚化し、Ａ４判サイズに改めました。�
③　申告書の文字を大きく、見やすくしました。　　　　　　　　④　「所得税の確定申告書の手引き」に「計算コーナー」を設けました。�

�

今月の納期�
固 定 資 産 税……………第4期分�

国民健康保険税…第9期分（2月分）�

介護保険料（普通徴収）…第9期分（2月分）�

納期限 ２月２８日�

◎日　時　2月20日（水）�

　　　　　10：00～15：00�

◎場　所　直島町役場�

◎相談員　土井　厚　�

※お気軽にご相談ください。�

“確定申告書が新しくなります。”�“確定申告書が新しくなります。”�

　平成13年分の所得税の確定申告と還付申告は、２月16日（土）から始まります（役場での受付は２月18日（月）からとなります）。申告・納付の
期限は３月15日（金）までとなっています。該当する方は、申告書はできるだけご自分で書いて、高松税務署または役場税務課までお早めに提
出してください。また、出来上がった申告書は郵送でも提出できます。�

　所得税は、自分で所得の状況を最もよく知っている納税者が、税法に従って自ら自分の所得と税額を正しく計算して申告し、納税するという
申告納税制度を採用しています。昨年一年間の所得と税額を正しく計算し、お早めに申告と納税を行ってください。�
　確定申告をしなければならないのに期限までに申告をしなかったり、誤った申告をしたりしますと、後で不足の税金などを納めなければなら
ないようになります。�

“確定申告は自分で書いてお早めに”�“確定申告は自分で書いてお早めに”�

【正しい確定申告を】�

☆次のような人は、確定申告をしなければなりません。�

　①個人で事業をしている人　　　②家賃や土地の賃貸などの不動産収入がある人　　　③土地や建物を売った収入がある人�
　④年金や内職など、その年中の所得が基礎控除などの所得控除の合計額を超える人�
　⑤サラリーマンで、給与の年収が2,000万円を超える人�
　⑥年の途中で退職し、その後に、就職しないで年末調整をしなかった人�
　⑦一カ所から給与を受けている人で、給与以外の所得が20万円を超える人�
　⑧二カ所以上から給与を受けている人で、主たる給与の支払者以外の者から受ける給与の収入金額と給与所得以外の所得金額との　
　合計額が20万円を超える人（たとえば、アルバイトの収入が年20万円を超えればこれに該当します。）�

☆次のような人は還付申告をすれば源泉徴収された所得税が還付されることがあります。この還付を受けるための申告書は２月１５
日（金）以前でも提出することが出来ます。申告書は出来るだけ自分で書いて提出してください。�

　①一定以上（原則10万円超）の医療費を支払った人　②家を建てたり、買ったり、増改築をした人などで住宅ローンの支払いがある人�
　③　火災、風水害などの被害を受けた人�

【確定申告（還付申告を含む）に必要なもの】�

　①印鑑、税務署から送付された申告書をお持ちの場合は、その申告書　　　②源泉徴収票、公的年金の源泉徴収票�
　③生命保険や損害保険の支払保険料の証明書　　　④医療費控除を受ける場合は、支払った医療費の領収書�
　⑤住宅取得控除を受ける場合は、登記簿謄本、住民票の写し、売買契約書または請負契約書、住宅取得資金に係る借入金の年末残高
　証明書など�
　⑥雑損控除を受ける場合は、被害を受けた住宅家財の明細書など�
　⑦還付金を受ける場合は、金融機関の本人名義の預金口座番号�
�

申告などについてのお問い合わせは高松税務署（1８６１－４１２１）又は役場税務課（1８９２－２２９６）へお気軽におたずねください。�

【確定申告をしなければならない場合】�
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税務課のお知らせ�行政相談�

“たばこは町内で買いましょう”�

直島町内で販売された“たばこ”の税は直島町に入ります。�



いきいきふれあい元気塾（東部公民館）10：00～12：30

新春メバル釣り大会最終日�
固定資産税第４期分・国民健康保険税・介護保険料（普通徴収分）第９期分（２月分）納付期限�
乳幼児検診（福祉センター）※乳幼児検診9：30～10：00・1才6ヶ月児12：30～12：45・�
　　　　　　　　　　　　　2才児12：45～13：00・2才6ヶ月児歯科13：00～13：15�
済生丸検診（宮ノ浦港）10：00～11：30・13：00～14：00�
アクアウオーキング教室（福祉センター）13：10～14：00

楽しい健康体操普及教室（勤労者体育センター）13：30～14：00

機能訓練教室（福祉センター）13：30～16：00�
さぬき瀬戸交流会（福祉センター）13：00～16：00

体育協会バドミントン大会（勤労者体育センター）9：00～�

宮ノ浦地区納税相談（西部公民館）9：00～16：30

育児相談日（福祉センター）13：00～15：00�
心配ごと相談（民生会館）9：00～12：00

2002.2.10～3.9

行事につきましては、変更する場合がありますのでご了承ください。�
�
直島町役場電話番号（ご用の方は下記の番号にお尋ねください。）�

892-2222�
892-2296�
892-2223�
892-2234

総 務 課�
税 務 課�
住 民 課�
生活環境課�

892-2225�
892-2224�
892-2295�
892-2020

水 道 課�
建設経済課�
出 納 室�
企 画 課�

892-2882�
892-2297�
892-3400�
�

教育委員会�
議会事務局�
健康福祉課�
（福祉センター）�

★
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・消防記念日�

・春季全国火災予防運動週間�
（～7日）�

・ひな祭り�
・耳の日�

２６�
２７�
２８�

　�
２�
３�
４�
５�
６�
７�
８�
９�

（不燃物・資源）�
　積浦・本村・文教区・�
　納言様・ヘキ�

（不燃物・資源）�
　宮ノ浦全地区・宮社・�
　鷲ノ松・才ノ神�
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【可燃物の日】�
�
【不燃物・資源の日】�

※救急連絡先�
◎全ての曜日の夜間・土日・祝祭日・年末年始�

 直島町立診療所  ～ふれあい診療所～ （1892-2266）�

毎週月・木曜日（積浦・本村・文教区・納言様・才ノ神・ヘキ）�
毎週火・金曜日（宮ノ浦・宮社・鷲ノ松）�
カレンダーに掲載しています。�

第18回郡市対抗源平駅伝大会（県庁～坂出市役所）12：00～�

確定申告受付開始（～3月15日まで）�

健康づくり料理教室（西部公民館）9：30～12：00

行政相談（役場）10：00～15：00�
献血（三菱生協本店前9：30～12：30・役場前13：30～16：00）�
高松税務署納税相談（役場）9：30～17：00�
心配ごと相談（西部公民館）9：00～12：00　�

高松税務署納税相談（役場）9：00～16：30

健康相談（民生会館9：30～10：00・西部公民館10：30～11：30・�
ヘキ集会所13：15～13：45・福祉センター分館14：00～14：30）�

アクアウオーキング教室（福祉センター）13：10～14：00

高齢者教室（民生会館）14：00～�
楽しい健康体操普及教室（勤労者体育センター）13：00～14：30

高齢者教室（福祉センター）10：00～�

（不燃物・資源）�
　積浦・本村・文教区・�
　納言様・ヘキ・離島地区�

（不燃物・資源）�
　宮ノ浦全地区・宮社・�
　鷲ノ松・才ノ神�

１１�
１２�
１３�
１４�
１５�
１６�
１７�
１８�
１９�
２０�
２１�
２２�
２３�
２４�
２５�

N A O S H I M A  C A L E N D A R  2002. F E B R U A R Y / M A R C H

�
・平成13年分所得税の�
　確定申告と納税�

・聖バレンタインデー�

・旅券の日�

・建国記念の日�

・旧正月�

仏 滅�

大 安�

先 勝�

友 引�

先 負�

仏 滅�

大 安�

赤 口�

先 勝�
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赤 口�
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友 引�
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木�

金�
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日�

月�
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日�
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広�報�

今年の成人該当者は、�

男性２２名�
女性１５名�
合計３７名です。�

　１月５日（土）、直島町成人式が総合福祉センターで行われました。�

　当日参加した２６名は、新成人としての自覚と責任に決意を新たに

していました。�

　今年の成人式では、出席した新成人が順番に近況報告や将来の目標

をみんなの前で報告しました。参加者の中には、結婚して一児の母に

なる方もおられ会場からは、

祝福の拍手がとびでていま

した。式典後は、会場を変

えて茶話会で楽しみ、久し

ぶりに再会する恩師の先生

や同級生と話が盛り上がっ

ていました。�

Congratulations
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茶話会での一場面�



CAMERA REPORT
カメラ�
  リポート�
カメラ�
  リポート�
カメラ�
  リポート�

広�報�

平成14年直島町�
　　　　消防団出初式�

●出初式表彰者●�
分 団 名�
元第3分団�

第1分団�

第3分団�

第3分団�

第6分団�

第1分団�

第1分団�

第2分団�

第2分団�

第3分団�

第3分団�

第5分団�

第1分団�

第1分団�

第3分団�

第3分団�

表 彰 名 �
町長感謝状�

町長功労章�

�

�

�

団長精勤章�

�

�

�

�

�

�

勤 続 章�
（10年）�

�

�

団長特別表彰�

氏　　名�
三宅　良夫�

堀口　　優�

森本　　弘�

山名　子典�

西口　正弘�

松崎　浩行�

河野　　宏�

　口　拓也�

森上　　均�

西村　和弥�

秋友　孝一�

大和　圭介�

山本　涼二�

米谷　和也�

今田　晋作�

山名　子典�

階　　級�
元副分団長�

団　　員�

団　　員�

団　　員�

団　　員�

団　　員�

団　　員�

団　　員�

団　　員�

団　　員�

団　　員�

団　　員�

班　　長�

班　　長�

団　　員�

団　　員�

　１月１３日（日）、直島中学校グラウンドで平成１４

年直島町消防団出初式が盛大に開催されました。�

　今年は、例年になく暖かい出初式となり、香川県

生活環境部長様、高松北警察署長様ほか多数のご来

賓をお迎えして行いました。�

　昨年は、家屋の火災もあり、みなさん一人ひとり

が無火災の町を目指して十分に注意したいものです。

災害から町を守るため、日々訓練に励んでいる直島

町消防団にエールを送りたいと思います。�

第3分団操法チーム�

　例年12月に行われていたもちつき大会が、
今年度は、１月18日（金）に幼児学園マルチ
で行われました。当日は、高齢者教室の受講
生や幼児学園ＰＴＡ役員の方もお手伝いいた
だき、おいしいおもちの出来上がりに子供た
ちは、おいしそうに食べていました。幼稚園
の園児たちはこのおもちを、お昼から町内の
県道で通行するドライバーに配り交通安全を
呼びかけました。�
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～幼児学園でもちつき大会～�
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生活習慣病と運動�

●運動すると・・・�
　運動すると体内でたくさんの酸素を消費します。この酸素を補う為に肺は活発に動き、空気中の酸素を

一生懸命血液に送りこみます。そして、この血液を心臓が力強く鼓動して体内の隅々まで送り届けます。

この結果、心臓・肺・血管が強化され、生活習慣病を予防します。また、適度の運動は善玉コレステロー

ル（ＨＤＬ）を増やします。�

�
●運動しないと・・・�
　運動をしない状態が続くと、心臓は体を維持するのに必要な血液と酸素しか体内に送り込みません。心

臓の筋肉はその分しか働きませんから血管、とくに動脈はちょうど圧力の低い、水流の少ない水道管と同

じように、不純物が停滞して血管の通りが悪くなります。また、動脈の筋肉も次第に硬化し、弾力性を失

ってもろくなります。�

運　動　の　効　用�

①筋肉を高める�
　筋肉は運動という刺激を与えないと、その能力は次第に失われ、筋力を低下させてしまいます。�

②心臓・肺・血管を強化する�
　運動をすると酸素の摂取量が増え、心臓・肺・血管の機能は強化され、生活習慣病予防に役立ちます。�

③柔軟性や調整力を高める�
　人間の体には200以上の関節があり、そのまわりは筋肉・靭帯・腱などの結合組織で覆われています。

これらは使わないと次第に固定してしまいます。�

歩いて防ごう、治そう生活習慣病�

　運動不足を補うためには、まず、歩くことから始めましょう。�

　「よく歩く」ことには、からだを丈夫にし、病気を予防するなどの健康効果があります。そして、その

効果が得られる目安として「１日１万歩」歩くと良いといわれています。しかし、現状では１日の平均歩

数は、成人男性で約8,000歩、女性で約7,000歩と、１万歩には達していません。そこで、まずは今の歩数に、

あと1,000歩（歩く時間で10分、歩行距離600～700ｍ）プラスして歩くことを心がけてみましょう。ただし、

ダラダラ歩きは効果がありません。速足でさっさと歩くことが大切です。�

知ってください国保のこと�知ってください国保のこと�知ってください国保のこと�21

● 詳しくは、直島町役場 住民課（1892－2223）へお問い合わせください。 ●�

●今月は、運動について説明します●�
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る�

ミ
カ
ン
色
の
灯
が
も
れ
て
い
る
外
は
雪�

宮
ノ
浦
　
岡
田
　
昌
代
さ
ん��

女
文
楽
情
け
は
で
こ
の
手
先
ま
で�

　
　
晩
学
の
詩
に
も
照
る
日
を
信
じ
た
い�

本
　
村
　
嶋
　
　
和
風
さ
ん�

�

落
葉
焚
き
灰
の
中
か
ら
芋
ふ
た
つ�
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く
喰
べ
よ
う
他
人
の
来
ぬ
間
に�

午
の
春
沖
に
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馬
の
駆
け
巡
る�

宮
ノ
浦
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さ
ん��

尾
っ
ぽ
ふ
り
　
戯
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合
う
仲
間
　
多
け
れ
ど

　
　
礼
節
重
ん
ず
連
れ
何
処
に
ぞ�

朝
迎
え
　
無
事
の
目
覚
め
に
感
謝
し�

　
　
一
日
始
む
老
夫
婦
か
な�

宮
ノ
浦
　
新
田
美
代
子
さ
ん��

鬼
も
来
ず
　
福
も
な
く
て
も
　
豆
を
ま
き�

暖
冬
に
　
は
や
せ
り
香
る
　
年
始
め�

本
　
村
　
西
村
　
笑
子
さ
ん�

スポーツ通信�
◎三好真也君（直中１）�
　　　　　　　源平駅伝出場決定�

※
こ
の
各
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、

届
出
の
際
に
担
当
窓
口
で
、そ
の
旨
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。�
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礼�

�
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浦
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84
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ハ
ル
ヱ
　
88
�

お
く
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お
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や
み
（
敬
称
略
）�
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し
ん
で
ご
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福
を
お
祈
り
し
ま
す�

�
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区
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日
　
　
　
　
　
　
お
父
さ
ん�
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え
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母
さ
ん�

　
　
　
　
　
12
・
31�

本
　
村
　
津
郷
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雄
一�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
香
織�

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
（
敬
称
略
）�

　
す
こ
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
し
ま
す�

ゆ
　
き
　
の�

▼
積
浦
の
高
橋
健
二
様
よ
り
亡
父
高
橋

慶
一
様
の
香
典
返
し
と
し
て
、
直
島

町
社
会
福
祉
協
議
会
、
積
浦
自
治
会
、

積
浦
老
友
会
、
婦
人
会
積
浦
支
部
に

対
し
て
金
一
封
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま

し
た
。�

▼
高
松
市
の
前
田
陽
一
様
よ
り
亡
妻
前

田
雅
子
様
の
香
典
返
し
と
し
て
、
直

島
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
直
島
幼
児

学
園
、
直
島
小
学
校
、
直
島
中
学
校

に
対
し
て
金
一
封
の
ご
寄
付
が
あ
り

ま
し
た
。�

▼
積
浦
の
森
井
忍
様
よ
り
亡
父
田
林
貞

雄
様
の
香
典
返
し
と
し
て
、
直
島
町

社
会
福
祉
協
議
会
、
積
浦
自
治
会
、

積
浦
老
友
会
、
婦
人
会
積
浦
支
部
に

対
し
て
金
一
封
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま

し
た
。�

▼
宮
ノ
浦
の
大
西
道
彰
様
よ
り
亡
父
大

西
彌
三
郎
様
の
香
典
返
し
と
し
て
宮

ノ
浦
自
治
会
、
宮
ノ
浦
婦
人
会
、
宮

ノ
浦
不
老
会
に
対
し
て
金
一
封
の
ご

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。�

▼
本
村
の
三
宅
ヨ
シ
子
様
よ
り
亡
三
宅

馨
様
の
香
典
返
し
と
し
て
直
島
町
社

会
福
祉
協
議
会
、
本
村
自
治
会
に
対

し
て
金
一
封
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。�

▼
向
島
の
筒
井
淳
一
様
よ
り
亡
母
筒
井

ハ
ル
ヱ
様
の
香
典
返
し
と
し
て
婦
人

会
本
村
支
部
、
本
村
長
寿
会
、
直
島

幼
児
学
園
、
直
島
小
学
校
、
直
島
中

学
校
、
直
島
女
文
楽
に
対
し
て
金
一

封
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。�

　２月17日（日）に行われる第18回郡市対抗源平駅伝
競争大会で、香川郡Ａチーム・３区として直中１年の三
好真也君が出場します。昨年
12月23日に郡の選考会（3,000ｍ）
が行われ、２位の好成績でＡチ
ームに決定しました。三好君は、
朝７時から練習メニューをこなして、
大会にむけてがんばっております。
当日は、「がんばって区間賞をと
りたい」と、語っていました。三好
君頑張ってください。�

む
す
こ�

ひ�

お
ち
ば 

た�

は
い�

か�

め
ぐ�

い
も�い

ず
こ�

今、エネルギー消費が増加しています�

あなたは、どんな省エネを始めますか？�
～できることから始めよう～�

　わが国のエネルギー消費は、二度の石油危機によりいったん
低くなり、８０年代後半から再び高い伸びを示しています。特に家
庭やオフィスなどの民生部門と、運輸部門の増加が大きくなって
いるのが特徴です。エアコンや冷蔵庫などの家電製品の伸びや、
乗用車の利用率の増加などが、こうしたエネルギー消費の増加
の要因だと考えられています。快適・利便性を求めるライフスタイ
ルの変化は、エネルギー消費にも大きく影響し、その結果として
地球温暖化現象などのさまざまな環境問題の一因ともなってい
ます。省エネルギー対策は国内だけではなく、世界的な規模で
の大きな課題となっています。�

　省エネルギーの実行は、私たちそれぞれの心がけが大切。そ
のポイントを大きく二つに分けてご紹介します�

ポイント１　　機器を選ぶときは省エネ型を�

　エアコンや冷蔵庫は消費電力の低減、テレビなどは待機時消費
電力の削減など、現在電機製品は機能性の向上とともに、技術進歩
によりエネルギー効率もよくなっています。値段、性能だけではなく、
エネルギー効率も考えて製品を購入しましょう。�

ポイント２　　上手に使おう、毎日のエネルギー�

　エネルギー効率のよい機器を選び、さらに上手な使い方をする事で、
省エネ効果はより高まります。例えば、電機製品のスイッチはこまめに
切る。冷暖房を適温にするなど。また、使わない電気製品のプラグを
コンセントから抜くことも、エネルギー消費の低減となります。�
　毎日の小さな積み重ねが、大きな省エネルギー効果につながるの
です。�

香川県立図書館巡回文庫の利用について�

・本を借りるときは、本の裏に入っている貸し
出しカードに日付と名前（フルネーム）を必
ず記入し、住民課窓口又は教育委員会まで提
出してから借りてください。�
・電話帳に電話番号をのせていない方は、本棚
の横にありますメモ用紙に電話番号を記入し、
カードに添えて提出してください。�

※未返却の本がこれ以上増えると巡回文庫の配本が中止
になりますので、返却期限は必ず守るようにしてくだ
さい。�

平成１４年２月１７日（日）　第１８回郡市対抗源平駅伝競走大会�
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① 今年の成人該当者は何名？�
　 Ａ　37名　　　　 Ｂ　26名　　　　 Ｃ　36名�
② オフトークの音楽番組は何チャンネル？�
　 Ａ　４CH　　　   Ｂ　３CH  　　　 Ｃ　２CH�
③ 確定申告の申告・納付期限はいつまで？�
　 Ａ　２月16日　　 Ｂ　２月18日　　 Ｃ　３月15日�

【応募方法】�
　はがきに答えの記号（例①－Ａ）、住所（地区）、氏名、年齢、広報
についてご意見、要望などを書き添えて応募してください。�
　全問正解者の中から、抽選で5名の方に500円の図書券をプレ
ゼントします。応募は一世帯一通に限ります。�
　締切り／２月2０日（水）（当日消印有効）�
　宛　先／〒761－3110 直島町1122－１ 直島町役場総務課�

「広報クイズ」係�
【１月号の当選者】（１月号の答えは①A・②B・③Aでした。）�
 応募総数７通（順不同・敬称略）�
松田　美恵子（本村）・岩井　咲（宮ノ浦）・岩井　清子（宮ノ浦）�
白井　浩二（ヘキ）・広瀬　吉彦（ヘキ）�

2002.2

答えは、今月号の広報紙の中にあります。�

�

チャレンジ！ 広報クイズ�チャレンジ！ 広報クイズ�
皆さんの応募をお待ちしています。�

世帯数�
人　口�
　男�
　女�

1,494�
3,652�
1,790�
1,862

（± 0 ）�
（－ 3 ）�
（± 0 ）�
（－ 3 ）�

● 町 の 人 口 ●�

２月1日現在（先月比）�

町の面積　　14.22k㎡�

●直島町のホームページ●�

●電子メール●�

◆わが家のスター◆�
　３月号は、３月生まれのお子さんです。�
　写真と両親からのメッセージを添えてください。�

◆俳句・川柳コーナー◆�
　テーマは自由です、自分の作品に自信がない方でも気軽にご応募ください。�

◆ミニギャラリー◆�
　得意な「絵」を描いて送ってみませんか？「絵」ならなんでも結構です。�

応募方法�
　官製はがき、または封筒に住所（地区）・氏名・年齢・電話番号をお
　書き添えのうえ次の宛先に２月2０日（水）（当日消印有効）までに
　ご応募ください。�

宛 　 先�
　〒761－3110　直島町1122－1�
　　直島町役場総務課　「広報なおしま○○○コーナー」�

広�報�

■発行／平成14年２月８日■編集／直島町役場総務課0７６１ー３１１０香川郡直島町１１２２ー１■印刷／山陽印刷（株）■�

この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。�

�

今
田 

亮
太
く
ん（
１
歳
）�

り
ょ
う�

た�

才
ノ
神
　
栄
一
／
美
由
紀
さ
ん
の
次
男�

Ｈ
13
・
2
・
8
生�

●
両
親
か
ら
ひ
と
こ
と
��

�

１
歳
お
め
で
と
う
。
お
兄
ち
ゃ
ん
に
負
け

ず
に
大
き
く
な
ー
れ
。�

※みなさんチャレンジ！広報クイズにどしどし応募ください。�

玉野市休日当番医　市外局番（０８６３）�

※診察時間は、午前９時から午後５時まで�
※休日当番医は都合により変更することがあります。�

問い合わせ先：玉野市医師会　1（0863）21－3953 本　村　山口愛子さんの作品�

日� 内　　　　　科� 外　　　　科�
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2月�
10

井上クリニック�
（宇野）32－0831

おおが内科眼科�
（羽根崎町）81－1696

みやもと整形外科�
（東紅陽台）71－3030

日赤玉野分院�
（築港）31－5117

貞利内科医院�
（御崎）81－8479

宇野八丁目クリニック�
（宇野）33－8080

玉野中央病院�
（築港）31－1011

和田クリニック�
（和田）83－9600

池宗病院�
（奥玉）31－1331

17

3月�
3

24

水川内科医院�
（宇野）21－2776

たなべ内科�
（八浜）51－3600

吉田整形外科�
（長尾）71－5128

池上内科医院�
（玉）31－1288

井上内科医院�
（玉）21－2074

玉野三井病院�
（玉）31－4187

～結婚促進事業をご利用ください～�

直島町では、町の活性化施策の１つとして、１人でも多くの独身
の方に結婚して幸せな家庭を築いていただくことで、人口の減少
や少子化に歯止めをかけたいと考え、結婚促進事業を実施してい
ます。専門の結婚相談所などを活用される場合に要した経費の半
額を町が補助するとともに、連絡調整などのお手伝いをさせてい
ただく事業で、主な内容は次のとおりです。秘密は守りますので、
ぜひ、積極的にご利用ください。�

・結婚相談所などの経費助成�
・結婚相談所の紹介・取次ぎ�
・結婚相談カウンセリングの開催�
・カルチャー（恋愛講座）の開催　など�

※特に「岡山や高松の結婚相談所へ出かけていってまでは…」とお
考えの方は、島内でカウンセリングなどを開催することも出来ま
すので、ご相談ください。当然、秘密厳守で行いますので、お気
軽にお電話・お問い合わせください。�

詳しいことは、役場企画課1892－2020まで�
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